

小矢部市では、男女がともに仕事と子育て・介護等の両立が可能な職場環境づくりを推進するため、部下のワーク・ライフ・バランスを応援する「おやべイクボス宣言事業所」を募集します。
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趣　　旨：事業所のトップが「イクボス」になるよう努め、男女ともに仕事と家庭の両
立が可能な職場環境づくりを推進し、働く人にやさしいまちを目指す。
要　　件：(1)市内に事業所を有する企業・団体等である。
　　　　　　　(2)趣旨に賛同し、次の取組みを行う。
　　　　　　　　・事業主をはじめ管理職がイクボス宣言を行う。
（イクボス宣言書写しを提出、管理職の交代等や宣言書写しを更新）
・宣言内容について従業員等に周知する。
・ＨＰ等で外部へ公表する。（アドレスを市へ報告）
メリット：事業所のイメージアップ、従業員等のモチベーションＵＰ
申込方法：「おやべイクボス宣言事業所」登録申込書により申し込み
「おやべイクボス宣言事業所」登録以降
・宣言者や宣言内容に変更があった場合は、市にお知らせいただきます。
　・市や男女共同参画推進員連絡会等が開催するセミナー等を優先して案内いたします。
　　　　内容例：ワーク・ライフ・バランス、働き方改革、仕事と子育て・介護等の両立支援
女性の活躍推進等
　　　　申込締切：令和７年12月26日（金）
※申込締切以降も随時応募可能です。
　　　今後の予定
　　　令和８年２月15日（日）の「小矢部市男女共同参画市民のつどい」において、「おやべイクボス宣言事業所」登録式を行う予定です。
また、市のＨＰや広報での紹介を予定しています。



　　　　　　　「イクボス宣言」について　　　　
◆イクボスとは？◆
イクボスは、育児中の部下だけを応援するボスではありません。

◆なぜ、今、イクボスが必要でしょうか？◆
現在、日本国内では、デフレからの脱却に向けて経済の好循環を実現するため、労働者の意欲や能力が一層発揮され、労働生産性を向上させていくことが重要な課題となっています。また、人口減少が進む中、女性をはじめとするすべての人々が、健康で安心して働くことができるよう、多様で柔軟な働き方を実現することも重要となっています。
　こうした中、労働者の心身の健康確保、仕事と生活の調和、女性の活躍推進等の観点から、個々の企業において、労使の話し合いを通じて、所定外労働の削減や年次有給休暇の取得促進等を図り、長時間労働の削減をはじめとする拘束度の高い働き方の見直し「働き方改革」の推進が求められています。
◆イクボスのメリット◆
●従業員等は・・・
・長時間労働がなくなり、業務のモチベーションがあがり、健康的な生活ができる。
・育児、介護が安心してできる。それにより男女が安心して働き続けることができる。
・地域生活への参画や余暇を充実することができる。
●事業所は・・・
・ダイバーシティ（多様性）：仕事以外の時間で新たな視点や豊かな発想がもたらされ、従業員等の創造性が高まる。
・仕事の効率化：業務分担を見直し、業務や情報の共有化など、仕事の進め方を見直すきっかけとなり、仕事の効率化が図ることができる。
・優秀な人材の確保：ワーク・ライフ・バランスのとれた環境を従業員等に提供することは、優秀な人材をひきつける。
・ワーク・ライフ・バランスを推進している事業所としてのイメージアップに繋がる。
◆イクボス宣言◆

◆イクボス宣言をしたら◆
宣言するだけでなく、誰もが働きやすい職場環境をつくるため、少しずつ着実に取り組むことが重要です。
　　　　～小矢部市男女共同参画市民のつどい～


日時：令和８年２月15日(日)　午後１時30分


場所：クロスランドおやべセレナホール


内容：「おやべイクボス宣言事業所」登録式・表彰式


あったか川柳表彰式、寸劇、講演会等





＜小矢部市男女共同参画推進員連絡会＞


　　　（事務局：小矢部市定住支援課）


申込み・連絡先：TEL 0766-67-1760 （内線734）


   　　　          FAX 0766-50-9177


 　　　　　　　　　E-mail:teiju@city.oyabe.lg.jp








職場で共に働く部下・スタッフのワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の両立）を考え、その人のキャリアと人生を応援しながら、組織の業績も結果を出しつつ、自らも仕事と私生活を楽しむことができる上司（経営者・管理職）のことを指します。








育児だけではなく、親や親族の介護、本人の病気療養、スキルアップのための勉強、習い事など、既婚・独身、男女にかかわらず、誰もが働きやすい職場環境をつくるのがイクボスです。部下のモチベーションを上げることがイクボスの経営戦略の一つです。








職場で共に働く部下・スタッフのワーク・ライフ・バランスを応援していくことを内外に広く宣言し、ワーク・ライフ・バランスや労働時間管理の適正化により、「すべての男女（ひと）が自分らしくいきいきと暮らせる職場」の実現を目指します。











